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84号 (2001)

韓 にオストラコーダと
-2001年静岡県地学会韓

ねての足跡を
巡検報告一一

静岡県地学会韓国巡検出*

1 はじめに

静河県地学会の巡検会が、 7月27日から 31日まで韓国で行われた。この巡検会は、国際オストラ

コーダ学会の巡検会に同行するという形をとった。国際オストラコーダ学会は、静同大学の池谷伯之

教授(静岡県地学会会長)が中心となり、

た。巡検会は、韓国の他にも沖縄、栃木、

には、 ドイツ、ルクセンプノレグ、韓国、日

を主会場として 8月2日から 4日にかけ開催され

能登などの日本各地でも行われた。この韓国巡検

(地学会のメンバーが 8名)から 16名が参加した。

ンタ(チョムナム)は、ブウ@ミ

助教授、キム@ボウソ

である O

キム@キョ ンターアシスタントの 4名
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図 l 韓国南部白亜紀非海成層の分宿と今臨の巡検場所
Stop 1 "'-'Stop 6までを見学。 Stop7は露頭がなく取り止めた。
Nonmarine Mesozoic Ostracoda and Ostracoda七earingdino-

saur sites， Korea (2001) より引用

*長島昭、兼高靖之、}!!平裕昭、浜田俊、松本守、松本みつ子、竹中倭夫、松本仁美

-45 



参加者は、国際オストラコー夕、学会関係では、シャーブ夫妻(ドイツ)、マイッシュ夫妻(ルクセン

ブルグ)の 4名。地学会関係では、長島昭、兼高靖之、}11平裕昭、浜田俊、松本守eみつ子夫妻、竹中

倭夫、松本仁美の 8名であった。

この巡検報告は、 27日と 31日は松本仁美が、 28日はn[平裕昭が、 29日は浜田俊が、 30日は松本み

つ子がそれぞれ担当し、全体を松本仁美がまとめた。もし、文意等で間違いがあれば、編集した松本

仁美の責任である O ご容赦願いたい。

※ 巡検の日程;巡検案内閣(図 1)参照

7月27日(金)午後 8時、ソウル市ノ¥ミルトンホテル

28日(土)空路グァンジュ(光州)市へO 光州市近郊、ハムピョン(威平)郡での淡水棲オスト

ラコーダの化石採集とブアスン(和}I駒郡での恐竜の足跡化石観察。

29日(臼)ボソン(宝域)郡の海岸で恐竜の卵の化石観察

30日(月)ヨース(麗水)市近くの島にで恐竜の足跡、化石を観察。

ジンジュ(晋チ¥'1)市から空路ソウル市へO ホテルにて解散。

31日(火)各自の計画に従し

2 巡検地の地質について(図 2、図上表 1参照)

には、白亜紀の慶尚層群に躍する非海成層(湖成層)が分布しており、その年代や堆積環

については詳細な報告が為されていないのが現状である O この湖成層は、

を含んでおり、同じ地層から恐竜の足跡化石が発見されている O

オストラコー夕、化

表 l 韓国南部の白亜紀非海成層の層序

C偲.omanian volcanic and associated 

Yuchon 
(Sequences are differ 2，000- sedimentary rocks 

Subgrp. 
会ひmar泡atoar潤) 3，0∞m 

Albian dark gray shale拙 d関ndstone

JindongFm. 
1，5∞m 

Hayang shale (often reddish)，路aお 旬 間

Subgrp. Ham組 Fm.
5∞倫 andmarl 

Apti組
2，0∞m 

Kyongsang Paldal Cong. Fm. conglomerate (pebble， cobble， and 

むまoup (Silla Cong.) 
240m boulder)，路ndsぬne，mudsぬne，

whichむeoften reddish 

Chi1gokFm. 650m reddish縄 ndsぬ00，s.肱leand
conglomer湾総， nodule marl，加宜

Dongmeong 750- gray澗 a出飴ne，dar主grayshale， 

Na註dong (C脳nju)Fm. 
1，2∞m conglomer滋e

B紅路間組 Subgrp. Has翻.dongFm. 550“ 間 ndstone，conglomerate with 
1，4∞m reddish and gray silty shales 

Yeonghwadong 840- c路onnddsotomnee，mstiel飴(p初eabeb，le翻 dcobble)，

別法.dong)Fm. 
2，1∞m shale， coaly 

HuteriVIan shale 
陶-l.醐陶

Guidebook of Excursion Exc. A: Korea (2001)より号i用
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第 84号 (2001)
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国2 報鮮半島地質問
(1979)より引用

12i' 129' 

国3 コリア半島のテクトニクス略図
岩波講鹿「世界の地質j より ~I用

淡水棲のオストラコーダ化石が採集できるところは世界でも限られており、この韓国南部が今注目

されている O オストラコーダ化石の分析により、この地域の地質も詳しく解明されるに違いない。但

し、韓国にはオストラコー夕、の研究者が少ないようだ。

また、恐竜化石についても、全南大学のブウ教授が中心となって研究しており、黒色頁岩及び砂泥

互層の層理面上に多数の足跡が見つけられている O 恐竜の種類としては、鳥脚類、竜脚類、獣脚類の

3種類が確認されているが、その生態など判明していないことも多く、これからの研究成果が待たれ

るO

アジアで恐竜化石が発見されるところはいくつかあるが(図 4参照)、図からも分かるように、韓国

南部と日本は同一の堆積盆地にあり、この韓国南部で発見される恐竜化石は、九州、地方のものと密接

な関係がある O

今回の巡検は、この白亜紀の淡水棲オストラコーダ化石採集と恐竜の足跡および卵の化石の観察が

目的である O
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口11

3 巡検記

A 

B 

O C 

ム D 

O E 

。km 60010 F 

図4 アジア東部の自軍紀前期の古地理図と主な艇虫類化石産地
ソビエトの恐竜展ガイドブ、ック(1973) より引用

A:海岸線および梅域 B:内陸堆積盆地 C:上部ジュラ系 D:下部白亜系

E:上部白亜系(下部) F:上部白亜系(上部)

1 .イピニ 2.チャンション 3 .グウアニュアニ 4.グウシノエ湖 5.マオノレ

トウ 6.ハマリン・ブウラノレ 7.ライヤン 8.ノてイン・シイレ 9.イレン・ノ

ル 10.ライヤン 11.ノてイン@ザクヲ トウグリン@ウス 12.ブラゴウェシチェンス

ク 13.ベノレイエ@クルウチ 14.シネゴルスク

(1) 第 1日目(7月27日)

日本から韓国までは空路 1時間半から 2時間(出発地により異なる)。時差もなく、最近流行りのエ

コノミー症候群にかかることもなく快適な旅であった。到着地のインチョン(仁J1[)空港は、成田空

港とは比べ物にならないくらいの規模で長い滑走路が 3本あり、アジアのハブ空港を目指す空港とし

て最近建設されただけのものはある O しかし、ソウル市街までの交通アクセスは必ずしも良くない。

ソウルまでの約 60km、旅行者はパスかタクシーで移動するしかない。パスは時間がかかり、タクシー

での運賃は約6万ウォン程度 (6000円くらい)である O 今後、鉄道が号iかれる予定となっている O
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84号 (2001)

の巡検は、現地集合、現地解散であったので、参加者はそれぞれの方法で韓国に渡仏ソウル

市のハミルトンホテノレに集合した。午後8

をしたのち、自己紹介、これからの日

の話を何う O

(2) 第 2日目(7月28日)

につい

し、巡検にかかる

と間千子するキム

1日目となったこの日は、午前 7持にハミルトンホテルを

し、ソウル市内のキムポ(金浦)空港に移動(所要時間約 30分)。

ミニノてンとタクシー

ったこともあり、

は空港内のレストランに

を注文する O

ませた。

9持発の大韓航空 1303便

モーニングセット(サンドウィッチ、コーヒー程度)

るO 搭乗前の荷物チェックにてスーツケース内

に目覚し時計を入れておいたためストップさせられ、スーツケース内をくまなく点検されるというハ

一ング治まあった。 n 

空路光州、iに到着(午前 9持 50分)。ここでブウ

センターアシスタント)が迎えてくれ、

最初の見学地、成平邑に到着した。

ンター所長、キムさん

てス り込み巡検を開始した。 1時間ほどで

① 見学地 1 (案内関 Stop1 ) 

いよいよはじめての地質見学地に した。パスから降りて 15分ほど歩く O ポイントはレンガ

にあり(写真 1)、 が層状に堆積している O は、風化

により細かく剥がれた頁岩に堤まっていたO この露頭には、 1mmほどのオストラコーダ化石が大量

まれており、参加者はめいめいサンプノレを採集した(写真 2)0 また、露頭近くの水たまりに、

きているオストラコーダを発見する O 現世オストラコーダ研究者のシャーブ氏は、早速サンプノレを採

写真 1 見学地 1(Stop 1 )成平郡のレンガエ
場裏で淡水性オストうユーダ化石採集

-49 

写真2 見学地 lで採集されたオストラニコーダ
化石(長島昭撮影)
黒色頁岩中の自い斑点が淡水性オスト

ラコーダ化石



した。オストラコーダは日本では介ミジンコと呼ばれるもので、静岡でも容易に発見できる O しか

し、地層に残っているオストラコーダ化石は海棲のものが多く、淡水棲のものは珍しい。

② 見学地 2 (案内図 Stop2) 

1時間ほど採集を続けた後、見学地 1から 3kmほど北に位置する小露頭に移動した。 は革に覆

われてしまい、わずかに塊状の頁岩が出ている程度であった。やはり風化を受けていて、小片に剥離

されていた。ここも非海成の頁岩であるが、含まれているオストラコーダ化石は見学地 1のものより

も小さく、発見できる数も少ない。ルーペで、探すのがやっとであった。

見学地 1、2から産出されるオストラコーダ化石は現在日種類で、 9種類が名前が特定されている O

この露頭の推定される年代は、不確かではあるが、白亜紀後期の成平層群のものと考えられている O

③ 見学地 3 (案内図の Stop3 ) 

次の見学地は和JI顕郡和JI喪温泉近くの石切り場である o 2時間程度の乗車で目的地に到着した。いよ

いよ待ちに待った恐竜の足跡を見学である O ここでは、 200を超える恐竜の足跡、が確認できる O 約 1

年前の白亜紀の黒色頁岩中に残る恐竜の足跡からは、肉食恐竜や草食恐竜など 3種類の恐竜が棲息し

ていたことが分かる O

は、 3つの水準に分かれており、 には肉食恐

竜の足跡が確認できる O 大きさ 20cm、歩幅 95cm程度の足跡、

が、長いものでは 50mにわたって追跡できた(写真 3) 0 

中の層は、一番多くの足跡が確認、でき、肉食恐竜のほか、 2種

類の草食恐竜の足跡、がはっきり残っている O また、リップルマー

クも残されていて、大きな湖の波打ち際に恐竜達が集まってい

た様子が想像できる O 一番上の層からは、ぬかるんだ波打ち際

を歩いた大型草食恐竜の足跡、が確認できる O リップルマークの

ほか地表が乾裂した跡も残されており、この地域が徐々に乾燥

していった様子がうかがえる。

午後4時近くまで観察した後、光州の宿泊地に向かう O 途中、

休憩場所とし に立ち寄った。ここは、朝鮮時代の学者、

染山南 (1503~1557)が造った代表的な庭園で、韓国庭題の特

をよく留めており、光風関などこじんまりとした東屋がある O

渓谷や岩などの自然の造形物と人工の建築物が調和した名勝地

写真3 見学地3(Stop 3)和
)1慎郡の恐竜足跡化指
写真右下から左上Lこか

けて肉食恐竜の足跡が畏
く続く

である O 避暑地のようなところであるらしく韓国人観光客でにぎわっていたO 途中地元の人がトウモ

ロコシ等を観光客に売っていた。日本のものよりもやや小さく、色が黒っぽい。やや堅いが味はまず

まずであった。午後5時になったのでこの地を出発。 30分ほどで本日の徳治地であるムドンパークホ

テルに到着した。

50 



2人相部

(2001) 

ハミルトンホテルに比べてかなり大きく豪華なホテルであった。宿泊金も高い。ただし、

屋であった。夕食は午後G時 30分。韓国風すき焼き鍋であった。キムチや韓国の食卓に出されるよう

なものが数多く出された。韓国の焼酎で参加者全員で乾杯。 1時間ほどの夕食会であった。その後ホ

テル内のパブ、で簡単な懇親会を行い、午後2時頃まで韓国ピールを飲みながら、交流を図った。

第 84静問地学

(3) 第 3日目(7月29日)

巡検 2日目宝城郡の恐竜の卵が発見された場所を見学すべく、我々一行はパスで光州のホテノレを出

発した。天気も良好、期待に胸がふくらむ。しばらく山沿いの道を走っていると突然視界が明るくな

り、海が見え始めた。もうすぐだ!現地には数人のスタップが待機していた。現場入り

れた卵のレプリカや産卵の様子、解化の様子、数々の恐竜の写真などの解説がパネルにして

には発掘さ

して

自竜盤自

一一T-均一-

d T静吋
〈 命令 J

.-1 ¥_/ 0 

山両J-1-i-率二一一一一

竜脚形亜日

カルノサウルス類

獣脚亜日

あった。

は中生代(2億 4500万年前か

ら 6500 万年前)に栄えた陸生の~虫

類である O 特にジュラ紀から白亜紀

にかけてさまざまな種類の恐竜が出 自
亜
紀

ジ
ュ
ラ
紀

勺

O 
、レ現した(図 5参照)。

紀の慶尚層群から

獣脚類の足跡が多

るO 竜脚類と烏脚類とで

が異なるということである O すなわ

ち、竜脚類はかつて低緯度地帯の湖

や浅海にできた地層から

高温乾燥気候の所に生息していた。

それに対し、鳥脚類は、中緯度の河

川にできた地層から

が多く、湿度も

境のところに生息していたようであ

は、

鳥脚類、

されてい

な環

され、

されること

く植物も

るO 韓国のように竜脚類と、鳥脚類

の足跡が同じ地層から発見されるの

は珍しいという(松j[[ 1998) 0 

卵の化石は約 3kmにおよぶ、海岸

の数mほどの崖で、鉄分の多い砂岩層の関などから発見されている。案内された場所(図 6のSiteの

では破片のような状態のものしか見ることができなかった。他の場所(図 6のSite4)からは、パンフ

レツトや、パネルに紹介されているような良好な卵の化石が発掘されている(図上図 7参照)。それ

は6個から 30個、あるいは 100個ほどの卵のほか、最大 1.5mほどの巣も発見されている O 産卵は

しゃがんだ、姿勢で行ったとフウ教授の説明があった。中国では鮮化している状態の化石が発見されて

三
留
置
紀

骨盤と足跡を印した恐竜系統密(松)111998を改函)

-51 

図5



いるが、ここではどうであったのか、パネルには鮮化の写真が載っていたが…。

この地域は火山活動が活発であったらしく、卵の発見された地層は、凝灰岩か凝灰角磯岩に近いも

のであった。また、すぐ近くに安山岩の貫入があり、卵が火山活動により埋まった可能性がある O

制
問

• 
宍
d

i

-

-マ，
勾

ζー

図6 宝城郡で発見された恐竜の卵のイヒ石産出場所
Guidebook of Excursion Exc. A : Korea (2001) より引用

s待。 2

M お筏2

@関R終 f

_"0。‘ιヨぃ ch町 別ellog
"，...明日 gare詰

mαbIe cla$l.beαII'¥Q 
....t¥ ~.:・・・>H COCl持-910れed
:.""¥:.ベ1-".¥ sondstona 

slte 4 

」一一斗忠之-'
削減問、dgl官制

" rooll!oce毒

sandstOli争fiOed
U bUflOI時

calcα@伐島

地 nod吋es町、dpotChe$

m
 

宅

-
-
n
H
M

器
盟
躍
闇
圃
姐
温

」市場向

図7 恐竜の卵の化石が発見された場所の柱状図
Guidebook of Excursion Exc. A : Korea (2001)より引用
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84号 (2001)

りの傾斜地

り合う所で、

している古人

が大変であろう G

ここは

、かな

くの食堂に案内された。締飯は日

本の赤飯のようなのが出されたが、もち米では

くうるち米であった。ーす変わったものでは、

ま豆腐のような会べものがあったが、開くと材料

はどんぐりのような実から作るということにつ

た。日曜日 くということで、 も

も混んでい 1'-0 

ヰ 見学地ヰ (Stopヰ)宝域郡の恐竜の卵
の化石

ら左上にかけて恐竜の卵
(自く塊状に見えているもの)の化石が

数錦謹認できる

された三つの域内に囲まれた集蕗で 108世帯ほどの人達がこ

こで生活している O 石垣で閉まれたカヤぶきの屋根の住居。決して、快適とはいいがたい。中央広場

には、江戸時代日本の奉行所のような建物があり、この日もテレビのロケに使われていた。

次の目的地、麗水のホテルへと向かったが、車窓から見る風景は日本の農村地帯とほとんど

らない、稲作中心で、野菜、果物も日頃口にするものばかりである O 植生もあまり豊富には見え

ない山肌は白い花関岩らしい。ハイウェーの作り

かけがあちらこちらで見受けられた。

ホテルはこじんまりとした建物であったが、

備はよく、部屋のっくりはなかなか風格があった。

ホテルの説明が日本語で脅かれてあったが、

いも多く、標準語が急に大阪弁で表されているの

には笑ってしまった。食後の散歩に、タクシーで

麗水の潜に行った。桟橋には、帆船が停泊し、多

くの人が夕涼みに出ていた(写真 5) 0 海風が肌に

心地よかった。こじんまりした街だが、ウォーター

フロントに立つ街並みは、優しく、なんとなく避

暑地にいるようで豪華な気分になった。

(4) 第 4日目(7月30日)

5 麗水の港
桟橋には帆船が停泊していた。見学

地5，6の島へはこの港から 40分ほど

朝食時には大粒の激しい雨だ、ったが、午前 8時 45分の出発時には小雨になっていた。一同はパスで

麗水の港に向かった。港から小型船に乗り込み、 40分ほど走ると見学地5のある島に着いた。この持、

地元の役所の方が二人案内に加わってくださった。島の沿岸の崖は、水平な黒や灰色の固い地層がはっ

きり現れていた。船着場から岩場の細い道を歩き、小高い岩山の間を通り抜けると岩礁(岩床)に出
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た。この岩床は舞台のように広く、そのすそは波

が打ち寄せ海水に洗われていた。この岩床も上部

白亜紀の砂岩泥岩の地層だそうだ。黒っぽい岩盤

の表面に写真 6のような恐竜の足跡が点在し

られた。ブウ教授の話では、この付近の 5つの

に合計3000もの肉食、草食恐竜の足跡が確認さ

れ、詳細は研究中とのことだ、った。岩盤の右側の

の泥岩の閣の中にオストラコーダが入っている

かもしれないとの話に、私達は黒い泥岩をハン

マーで割り、白い粒に目を凝らしたがオストラ

コーダは現れなかった。

5 見学地5(Stop 5 )チュド島黒色頁
岩の層理面に残る草食恐竜の足跡化石

次に島の反対側に向かう途中、民家の横に、この島周辺で発見される恐竜の足跡についての案内板

があり、説明の表示は、ハングル語、英語、日本語で書かれていた。島の反対側でも同じ地層が幾重

にも重なる岩の海岸が広がっていたo その表面にいくつものくぼんだ舎や欝の肉食@草食恐

竜の足跡が連なっていた。その足跡に私達も足を入れ、足跡を追いかけたが歩幅が広く(約 90cm)、

ジャンプしながら歩くのがやっとであった。また、別の には約 3m四方ほどの範囲にリップル

マークが鮮明に残っていた。さらに別に岩床には、 3~5cm の小さなノジューノレの丸いくぼみが数多

く見られた。今までは岩に食い込んだ足跡を多く

きたが、ここでは9 盛り上がった大きな足跡

(縦約 50cm、横約 30cm)が数ヶ所見られた

7 )。院生のキム君が「へこんだ足跡、の泥が乾き、

そのへこみに別の堆積物がたまり、くっついて地

となりその後侵食されたものだ。Jと説明してく

れた。また、砂岩の広い断面に、堆積時の穏やか

な水流を示す砂の模様なども見られた。多くの地

質的現象で楽しませてくれた岩盤で全員の記念写

を撮った(写真 8) 0 写真7 見学地5の庄着顕化によって残った草

船着場に戻り見学地6の島に向かった。今度の 食恐竜の足跡化石

も地元の人々が海岸の岩陰にテントを張りのんびり食事をしたり、水遊び、を楽しんだ、りしていた

が、浜辺にはゴミもなく、汐のにおいもなく、清潔な感じがした。しばらくきれいな砂浜を歩くと

場になり、麗の岩が巨人の横顔に見えたり、亀の形の岩山があったりと楽しかった。ここでも岩盤の

上にはやはり恐竜の足跡が見られた。また、機岩が岩となった「さざれ石Jの大きな塊も多く転がっ

ていた。途中で断層や水平地層への火山岩の貫入が見られる露頭があり、火山活動によりこの地域が

複雑な堆積層序になっているらしいとの説明が、ブウ教授よりあったが、詳細は今後の研究によると

のことだ、った。

見学地6では、波打ち際の崖が大きくえぐられ、人の背の高さほどの天井部に、化石化した木の一
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84号 (2001)

られる笛所が2ヶ所あった。 1つの木の化石は、幅約 8cm、長さ約 20cm。もう一方のもの

は、幅約20cm、長さ約 80cmの大きなものであった。木の種類はわからなかった。

された巡検が全て終了し、暑さとのどの渇きで疲れた一同は、民宿で地元の魚料理と冷

えたビールに人心地ついた。

域を見学し、近くの料理屋で名産のウナギ料理

り、パスにて晋州市ヘ午後4時ごろ到着した。晋j'/'I

した。盟に 10匹位のウナギが盛られ、これで l人

前なのには関口した。自焼き風と韓留風のたれをつけて焼いたものが出たが、日本の蒲焼の方がうま

みは多い。しかし、韓国風はもたれないで食べられる O 巡検最後の食事を終え、晋丹、iの空港で、ブウ

キム君、キムさんにお礼を述べ、午後8時発のソウル行きに乗り込んだ、。ソウル市内の夜景に

げながら、午後9持、金滞空港に到着。ソウルのハミルトンホテル記着いたのは、午後 10

を回っていた。ホテル入口で無事を確認し会った後、解散した。

写真g 参加者全員の集合写真見学地6(Stop 6 )サド島にて

(5) 第 5日目(7月31日)

この日は、参加者はそれぞれの計画に従い、帰国した。ソウル市内を観光する者や少し足を伸ばし

て名勝地を訪ねる者、そのまま帰国する者と様々であった。

私(松本)は、次の日勤務だったので観光はせず、そのまま帰国した。韓国の気温は 28度前後、し

かし静岡は 35度を越えていた。心も体も快適な避暑地から蒸し暑く仕事に追われる灼熱地方に戻って

きた感覚を覚えたのは私だ、けだ、ったのでしょうか。
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の韓国巡検は、日本ではなかなか見ることの出来ない恐竜の足跡や卵の化石を間近に観察でき

った。本来はオストラコーダが主とならなければならないのだろうが、我々にはどうして

も恐竜が主となってしまう O オストラコー夕、関係の参加者が少ない中、それでもこの巡検の企画を立

て、現地で面倒を見てくださった申南大学の林慶一先生には本当に感謝します。また、巡検を案内し

てくださったブウ全南大学教授、キム全南大学院生、巡検中の細かな事務をしてくださったキム恐竜

センターアシスタントにも心より感謝申し上げます。

以上をもって、 2001年静岡県地学会韓国巡検報告を終わらせていただきます。
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